
業
界
の
重
要
課
題
で
意
見
交
換

全
管
連
水
道
議
連
・
懇
話
会
を
表
敬
訪
問

水
を
考
え
る
つ
ど
い
で
ア
ピ
ー
ル

地
下
水
も
テ
ー
マ
に
イ
ベ
ン
ト

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
（
藤
川
幸
造
会
長
）

は
長
野
県
軽
井
沢
で
開
催
し

た
令
和
４
年
度
通
常
総
会
・

全
国
大
会
の
成
果
を
踏
ま

え
、
田
村
憲
久
自
民
党
水
道

事
業
促
進
議
員
連
盟
会
長
と

大
口
善
徳
公
明
党
上
水
道
・

簡
易
水
道
整
備
促
進
議
員
懇

話
会
会
長
を
表
敬
訪
問
し

た
。
全
国
大
会
へ
の
祝
電
に

感
謝
を
表
明
す
る
と
と
も

に
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
へ

の
対
応
や
若
年
者
の
入
職
促

進
な
ど
業
界
が
抱
え
る
重
要

課
題
に
つ
い
て
活
発
に
意
見

交
換
し
た
。

席
上
、
藤
川
会
長
は
老
朽

管
の
緊
急
更
新
を
推
進
す
る

た
め
、
令
和
５
年
度
水
道
予

算
の
十
分
な
確
保
や
補
助
率

の
引
き
上
げ
、
補
助
対
象
要

件
の
緩
和
を
要
望
。
こ
れ
に

伴
い
適
正
利
潤
の
確
保
へ
積

算
基
準
・
労
務
単
価
の
改
善

や
水
道
管
路
布
設
に
特
化
し

た
配
管
工
の
労
務
単
価
設
定

な
ど
を
求
め
た
。

ま
た
管
工
事
業
界
の
持
続

的
発
展
へ
将
来
の
担
い
手
を

確
保
す
る
た
め
、
配
管
技
能

者
の
処
遇
改

善
や
働
き
方

改
革
に
積
極

的
に
取
り
組

み
、
「
給
与

が
よ
く
、
休

暇
が
と
れ
、

希
望
が
持
て

る
」
新
３
Ｋ

の
実
現
へ
強

い
意
欲
を
示

し
た
。

「
水
の
日
」
を
初
日
と
す
る
「
水
の
週
間
」（
８
月
１
〜
７
日
）
の
記
念
行
事
と
し
て
「
水
を
考
え
る
つ
ど
い
」

（
内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本
部
・
国
土
交
通
省
・
東
京
都
・
水
の
週
間
実
行
委
員
会
主
催
）
が
８
月
１
日
、
東
京

・
千
代
田
区
の
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
斎
藤
鉄
夫
水
循
環
政
策
担
当
大
臣
ら
が
出
席
し
、
水
の
大
切
さ
や

健
全
な
水
循
環
の
必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
。
ま
た
６
日
に
は
実
行
委
事
務
局
主
催
の
「
水
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が

開
か
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
る
地
下
水
を
テ
ー
マ
に
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
繰
り
広
げ
た
。
（
２
面
に
関
連
記
事
）

「
水
を
考
え
る
つ
ど
い
」

は
平
成
２６
年
に
施
行
さ
れ
た

水
循
環
基
本
法
に
基
づ
き
８

月
１
日
の
「
水
の
日
」
や

「
水
の
週
間
」
の
最
大
の
関

連
行
事
と
し
て
実
施
。
健
全

な
水
循
環
の
維
持
・
保
全
・

構
築
に
向
け
て
国
民
の
理
解

と
関
心
を
深
め
る
こ
と
を
狙

い
と
し
て
い
る
。

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
を
踏
ま
え
、
三

笠
宮
瑤
子
女
王
殿
下
臨
席
の

も
と
参
加
者
を
例
年
の
３
分

の
１
の
約
１
３
０
名
に
絞
っ

て
開
催
さ
れ
た
。
冒
頭
、
主

催
者
を
代
表
し
て
斎
藤
水
循

環
政
策
担
当
大
臣
・
国
土
交

通
相
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
水
は
命
の
源
で
大
き
な
恵

み
を
与
え
て
く
れ
る
一

方
、
洪
水
や
渇
水
な
ど

の
災
い
を
も
た
ら
す
こ

と
も
あ
る
。
近
年
は
気

候
変
動
に
よ
り
水
災
害

が
激
甚
化
し
て
お
り
、

４
月
に
熊
本
市
で
開
か

れ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
水

サ
ミ
ッ
ト
で
は
水
の
持

続
性
の
取
り
組
み
強
化

の
た
め
ガ
バ
ナ
ン
ス
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
科
学
技
術

の
３
分
野
を
柱
と
す
る
『
熊

本
宣
言
』
を
採
択
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
『
水
の
日
』

『
水
の
週
間
』
で
は
全
国
各

地
で
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
展

開
し
て
い
る
。
『
水
を
考
え

る
つ
ど
い
』
は
水
の
恵
み
を

将
来
に
わ
た
っ
て
享
受
で
き

る
社
会
を
構
築
す
る
た
め
の

重
要
な
行
事
と
位
置
づ
け
て

い
る
」
と
強
調
し
、
一
層
の

協
力
を
呼
び
か
け
た
。

続
い
て
東
京
都
の
福
田
至

都
市
整
備
局
長
が
小
池
百
合

子
知
事
の
あ
い
さ
つ
を
代

読
。
ま
た
実
行
委
の
虫
明
功

臣
会
長
が
開
催
趣
旨
な
ど
を

説
明
し
た
。

こ
の
あ
と
「
全
日
本
中
学

生

水
の
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。
応
募
総
数
９
２
４
９
編

の
中
か
ら
笠
江
駿
君
（
徳
島

県
阿
南
市
立
那
賀
川
中
学
校

３
年
）
の
「
一
滴
と
の
出
会

い
」
が
最
優
秀
賞
（
内
閣
総

理
大
臣
賞
）
に
選
ば
れ
、
受

賞
作
の
朗
読
を
行
っ
た
。

式
典
終
了
後
、
気
象
庁
気

象
研
究
所
の
荒
木
健
太
郎
研

究
官
（
雲
研
究
者
）
が
「
雲

を
愛
す
る
技
術
」
と
題
し
て

講
演
。
交
流
会
に
は
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
の
受
賞
者
ら
が
参

加
し
、
荒
木
研
究
官
の
指
導

に
よ
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
雲

を
作
っ
た
り
、
受
賞
者
が
雲

の
好
き
な
理
由
を
発
表
す
る

な
ど
楽
し
み
な
が
ら
知
識
を

深
め
た
。

６
日
の
「
水
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
は
日
比
谷
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

た
。
小
学
生
と
保
護
者
を
対

象
に
し
た
親
子
向
け
の
イ
ベ

ン
ト
で
３
年
ぶ
り
に
対
面
式

で
行
い
、
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
参
加
者
は
約
３０
名

に
絞
り
込
ん
だ
。

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
の
水
越

祐
一
氏
が
天
気
と
水
循
環
に

つ
い
て
講
演
し
、
雲
の
種
類

・
構
造
や
気
候
変
動
に
よ
る

水
害
の
頻
発
化
な
ど
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
。
今
回
の
テ

ー
マ
で
あ
る
地
下
水
に
つ
い

て
は
２
０
２
２
年
ミ
ス
日
本

「
水
の
天
使
」
の
横
山
莉
奈

さ
ん
が
熊
本
県
の
地
下
水
に

関
す
る
取
り
組
み
を
動
画
で

紹
介
し
た
。
ク
イ
ズ
大
会
も

行
い
、
地
下
水
や
「
水
の

日
」
応
援
大
使
の
シ
ャ
ワ
ー

ズ
に
関
す
る
出
題
で
会
場
を

盛
り
上
げ
た
。

三笠宮女王殿下を囲んで記念撮影

ワークショップで楽しく学ぶ

斎藤担当大臣

藤川会長

藤川会長

大口会長

田村会長

山崎正恭幹事
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